
 

 

 
 
 
 

｢普通救命講習修了証」取得者が 2,000 名を突破！ 
 
 
京都銀行（頭取 柏原 康夫）では、平成１７年９月から京都市消防局などの協力を得て、
心臓マッサージや人工呼吸、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の操作など救命に役立つ応急

手当を施すことができるよう全行的に「普通救命講習」を受講しております。 
今般、当講習を受講し、｢普通救命講習修了証｣を取得した従業員が 2,000 名を突破しま
したのでお知らせいたします。また、今後も全従業員の取得に向け受講してまいります。 

当行では、こうした活動を通じて地域社会への貢献を積極的に推進することにより、「企

業の社会的責任」（CSR）を果たしてまいりたいと考えております。 
 

記 
 

１．「普通救命講習修了証」の取得人数 
        ２,０５９名 （平成２０年４月３０日現在） 

             ※ 取得者比率…６５％ （４月３０日現在､全従業員数３,１８８名） 

 
２．「普通救命講習」について 
 （１）趣 旨 

救命には｢早い通報｣、｢早い応急手当｣（一般市民）、｢早い応急処置｣（救急救命士等）、

｢早い救命処置｣（医療機関）が重要と言われています。 
当行では、京都市消防局はじめ京都府や大阪府内などの各消防本部の協力を得て、

全行的な取り組みとして「普通救命講習」を受講しております。 
 

 （２）講習の内容 
・心肺蘇生法（心臓マッサージ・人工呼吸） 
・止血法 
・自動体外式除細動器（ＡＥＤ＝心肺停止者に電気ショックを与えて正常な状態に 

      戻す医療機器）の使用法 
 

以 上 

平成 20年 5月 8日 


